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 スピングラス理論とその応用に関する講義を聴き、この分野の最先端の研究に触れたり、他の

研究者の方々と食事などを通して交流を深めたりといった、充実した二週間を過ごした。更に、8

月 29日のポスターセッションなどの、自身の研究を国際的な場で紹介する機会も頂いた。 

 また、他の研究室から参加した学生の方々と講義時間外に議論をし、液体論等の、自身の研究

テーマとの関わりの深い分野に関する計算手法やモデルの選び方などに関する様々な知識を得る

ことが出来た。現在、自身の研究において、固体流体転移の"平均場モデル"と表現すべきモデルを

構成しており、次の目標として、そのモデルを上手く活用して他の古典粒子系の固体流体転移を

記述するための"平均場近似"の方法を模索している段階であった。そのため、今回得られたこれら

の知見を用いることで、今後研究を進める際に、始めにどういったモデルから研究し、また、ど

ういった理論との比較、対照を行うべきかといったことに関する指針を得て、自身の研究が大き

く進む可能性を得たと考えている。 
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